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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 4,149 △8.1 336 ― 178 ― 215 ―
27年3月期第3四半期 4,514 △16.0 28 △80.8 △199 ― △220 ―

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 188百万円 （―％） 27年3月期第3四半期 △170百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 7.19 ―
27年3月期第3四半期 △7.38 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 20,058 4,339 21.6
27年3月期 20,405 4,150 20.3
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 4,339百万円 27年3月期 4,150百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
28年3月期 ― 0.00 ―
28年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,390 △9.2 310 ― 70 ― 125 ― 4.18



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

詳細は、添付資料Ｐ．５「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性がありま 
す。  

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 30,000,000 株 27年3月期 30,000,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 66,213 株 27年3月期 65,912 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 29,933,977 株 27年3月期3Q 29,934,238 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日本銀行の金融緩和政策を背景に、企業

収益の改善、雇用・所得環境の改善が進むなど、景気は緩やかな回復傾向が続きました。世界経済も、先進国を中心

とした穏やかな成長が続いているものの、中国を始めとする新興国経済の減速などが不透明要因となっております。 

繊維・アパレル業界におきましては、引き続き旺盛なインバウンド需要や高額商品の売上増加も見られるが、円安

に伴う海外生産コストの増大に加え、11月から12月にかけ平均気温が高く推移したことにより、冬物重衣料の動きが

鈍く、全国百貨店における衣料品売上高が低位で推移するなど厳しい状況が見られました。 

ショッピングセンター業界におきましては、家電量販店など大型小売店における訪日外国人向けの販売の好調は持

続しているものの、暖冬による婦人・紳士アパレルの売上不振をあげる声が多く、地域差はあるものの全体としては

前年比微減で推移しました。 

ヘルスケア業界におきましては、健康ブームの高まりから引き続き底堅い需要はあるものの、寝装品関係では暖冬

の影響もあり、やや低調に推移しました。 

このような状況の中で、当社グループは、「中期経営計画 Beyond 120th～120周年を超えて未来へ～」に基づき、

引き続き商業施設事業とヘルスケア事業については成長戦略への取り組みを強化する一方、繊維・アパレル事業につ

いては、中期経営計画を一部見直し構造改革諸施策に取り組みました。 

具体的には、繊維・アパレル事業におきましては、紳士服販売子会社の解散や素材・デザイン提案型ＯＥＭ事業か

らの撤退を始めとする構造改革諸施策に取り組み、当該事業に従事する人員の削減など販売管理費を大幅に減少させ

る一方、紳士服のさよならセールが当初想定より上振れし、ユニフォームにおいても大口受注があったことから、当

第３四半期連結累計期間において同事業のセグメント損益は改善し赤字を脱却しました。 

商業施設事業におきましては、テレビ・ラジオなど各種媒体を通じた地域密着の広告宣伝活動にも一段と注力し、

併せて前期末に設置した大型のスクリーンビジョンを活用し情報発信を強化しました。また、地域の子育て世代をメ

インターゲットとする数多くの親子・キッズ向けイベント取組に注力するなどして集客確保に努めました。一方で、

集客力向上のためテナントの入替にも積極的に取り組み、ファッション・飲食関連で全国的にも知名度が高い有力テ

ナントの誘致にも成功しました。 

ヘルスケア事業におきましては、繊維・アパレル事業から一部人員もシフトし、健康素材であるＥウールやバイオ

麻などの当社独自商品の拡販に努めるなど事業拡大に向けた活動を強化しているが、人件費の増加や原材料費の高騰

などもあり損益面で伸び悩んでいる部分もあります。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績については、売上高はヘルスケア事業とユニフォーム部門の増収があ

ったものの、繊維・アパレル事業の構造改革に伴う減収が響き、41億49百万円(前年同期比8.1％減)となりました。一

方、人件費などの販売管理費削減効果もあり、営業利益は３億36百万円(前年同期は営業利益28百万円)、保有株式売

却益の計上があり、借入金等の利息負担額を控除した経常利益は１億78百万円(前年同期は経常損失１億99百万円)と

なりました。さらに、紳士服販売子会社の一部事業譲渡による特別利益64百万円の計上もあり親会社株主に帰属する

四半期純利益は２億15百万円(前年同期は親会社株主に帰属する当期純損失２億20百万円)と、損益面では各段階で前

年同期比増益の黒字決算となりました。 

  
セグメントの業績は次のとおりであります。 

(繊維・アパレル事業) 

衣料部門につきましては、紳士服販売事業と素材・デザイン提案型ＯＥＭ事業からの撤退により、売上高は前年同

期を下回ったものの、販売管理費の削減効果により、営業損益は前年同期を上回りました。 

ユニフォーム部門につきましては、ユニフォームの受注が好調に推移した結果、売上高・営業損益とも前年同期を

上回りました。 

この結果、繊維・アパレル事業の売上高は17億23百万円(前年同期比17.4％減)、営業利益は０百万円(前年同期は営

業損失３億22百万円)となりました。 
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(商業施設事業) 

商業施設事業につきましては、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」において、堅調な食品部門

や家電量販部門に支えられるとともに、夏場および年末商戦でのイベントや各種広告宣伝活動により集客確保に努め

たものの、一時的にボーリング場を休業したことが響き売上高は前年同期を下回りました。しかしながら、一部テナ

ント入替工事の費用負担が当期は発生していないことにより、営業損益は前年同期を上回りました。 

この結果、商業施設事業の売上高は17億57百万円(前年同期比2.6％減)、営業利益は６億88百万円(前年同期比2.6％

増)となりました。 

（注）第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を従来の「不動産事業」から「商業施設事業」に変更し

ております。当該変更は名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。 

（ヘルスケア事業） 

健康ビジネス部門につきましては、前年同期に新規投入した高額のＥウールキャメルシリーズの販売が低迷したも

のの、バイオ麻関連の春夏物寝具や家庭用温熱電位治療器が順調に売上を伸ばしたことから、売上高は前年同期を上

回りました。 

一般寝装品部門につきましては、価格変動の大きい羽毛原料の販売を一時的に縮小したものの、業務用寝装品の受

注が順調であったことから、売上高は前年同期を上回りました。 

この結果、ヘルスケア事業の売上高は６億68百万円(前年同期比7.1％増)となったが、人員増強による営業効果が次

期以降にずれ込むため、労務費増加を吸収できず、営業損失４百万円(前年同期は営業利益25百万円)と前年同期を下

回りました。 

  

（注）１．上記のセグメントの業績に記載している営業利益は、セグメント間の内部取引を含んだ金額を記載して

おります。 

２．当社の消費税等に係る会計処理は、税抜方式によっているため、記載した金額には消費税等は含まれて

おりません。 

３．記載している見通し等将来についての事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したもの

であり、予測しえない経済環境の変化等様々な要因があるため、その結果について当社グループが保証

するものではありません。 

  

（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債、純資産等の状況に関する分析） 

① 資産 

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は200億58百万円(前期末は204億５百万円)となり、前期末

に比べ３億46百万円減少(前期末比1.7％減)しました。主な要因は、現金及び預金の増加４億68百万円、受取手形

及び売掛金の減少２億42百万円、たな卸資産の減少１億55百万円、建物及び構築物の減少２億85百万円でありま

す。 

② 負債 

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は157億19百万円(前期末は162億54百万円)となり、前期末に

比べ５億35百万円減少(前期末比3.3％減)しました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減少２億90百万円、短期

借入金の減少３億８百万円、返品調整引当金の減少３億61百万円、社債の増加４億31百万円、長期借入金の増加

３億68百万円、長期預り保証金の減少２億36百万円であります。 

③ 純資産 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は43億39百万円(前期末は41億50百万円)となり、前期末に

比べ１億88百万円増加(前期末比4.5％増)しました。主な要因は、利益剰余金の増加２億15百万円であります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローで２億52百万

円のマイナス(前年同期は２億98百万円のプラス)、投資活動によるキャッシュ・フローで１億30百万円のプラス

(前年同期は１億19百万円のマイナス)、財務活動によるキャッシュ・フローで５億91百万円のプラス(前年同期比

394.0％増)となりました。 

これらの各活動の結果、現金及び現金同等物の残高は13億88百万円(前年同期比8.8％増)となり、前期末に比べ

４億68百万円増加しました。 
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当第３四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、２億52百万円のマイナス(前年同期は２億98百万円のプラス)となりま

した。これは主に、売上債権の減少２億25百万円、たな卸資産の減少１億55百万円、仕入債務の減少２億80百万

円、預り保証金の減少２億39百万円、利息の支払額１億83百万円によるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億30百万円のプラス(前年同期は１億19百万円のマイナス)となりま

した。これは主に、投資有価証券の売却による収入49百万円、事業譲渡による収入64百万円によるものでありま

す。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、５億91百万円のプラス(前年同期比394.0％増)となりました。これは主

に、短期借入金の純増加額４億50百万円、長期借入れによる収入16億90百万円、長期借入金の返済による支出20

億79百万円、社債の発行による収入６億50百万円、社債の償還による支出99百万円によるものであります。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成27年11月10日発表の予想数値に変更はありません。なお、業績予想は本資料の発表

日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能

性があります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結

会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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３．継続企業の前提に関する重要事象等 

当社グループは、平成22年３月期(第190期)において、紳士服販売子会社の不振が損益面に強く影響を与えたことな

どにより、連続して営業損失および親会社株主に帰属する当期純損失を計上するとともに、「サントムーン柿田川」

第２期および第３期開発資金および紳士服販売子会社の赤字運転資金などの負担から、有利子負債額が高水準となっ

ておりました。当該状況の改善を進める中で、平成27年３月期(第195期)には、繊維・アパレル事業の構造改革に取り

組むこととし、特別損失の計上などにより、親会社株主に帰属する当期純損失６億44百万円を計上するに至りまし

た。このため、現段階で当該事象が解消されたとは言えず、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が

存在しております。 

この状況に対処すべく、当社グループは、平成23年３月期(第191期)から平成25年３月期(第193期)までの３年間に

わたり「中期経営計画２０１０～ＫＡＩＫＡＫＵ～」に基づく諸施策への取り組みを進め、計画の柱である「事業構

造の改革」と「コスト構造の改革」をほぼ計画通りに達成しました。また、損益面では２期連続で親会社株主に帰属

する当期純利益を確保するとともに、財務面では「有利子負債の圧縮」について計画を上回る水準での圧縮を行うな

ど、損益面・財務面での改善を行いました。 

平成26年３月期(第194期)からは、「中期経営計画 Beyond 120th～120周年を超えて未来へ～」をスタートさせ、成

長戦略への取り組みを中心に、当社グループの永続的発展の基盤作りに取り組んでまいりました。 

かかる中、当期においては、急激な円安の進行と消費増税後の市況低迷の長期化を踏まえ、懸案の紳士服販売事業

からの撤退などを柱とする繊維・アパレル事業の構造改革に取り組むこととしました。 

具体的には、収益力増強のための「成長戦略」として、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」の

増強に努めるとともに、当社独自技術を背景とした健康素材を活用したヘルスケア商品の拡販などヘルスケア事業の

強化に取り組んでおります。 

一方、繊維・アパレル事業においては、中期経営計画を一部見直し抜本的な構造改革を行うこととし、以下の諸施

策に取り組んでおります。 

①紳士服販売子会社の解散および特別清算の実施・・・平成27年７月末で解散を実施済み 

②素材・デザイン提案型ＯＥＭ事業からの撤退・・・完了 

③繊維・アパレル事業に従事する人員の削減・・・完了 

（平成26年12月末時点130名から平成27年７月末時点30名へ削減） 

④繊維・アパレル事業に係る販売管理費の削減 

（平成27年３月期９億32百万円から平成28年３月期約２億80百万円へ削減） 

⑤繊維・アパレル事業における仕入構造の改革 

（為替リスクに晒される海外生産関連品の仕入れを圧縮） 

⑥繊維・アパレル事業の人材戦略の見直し・・・完了 

（プロフェッショナリティの高い専門分野である事業に人材を集中） 

この結果、当第３四半期連結累計期間における経営成績については、上記「１．(1) 経営成績に関する説明」に記

載のとおり、繊維・アパレル事業の構造改革諸施策の実施により、売上高は前年同期を下回ったものの、販売管理費

削減効果もあり、営業損益・経常損益・親会社株主に帰属する四半期純損益の各段階で前年同期比・計画対比ともに

上回り、黒字を確保しました。一方、有利子負債額は97億85百万円と前期末比５億35百万円、前年同期末比３億84百

万円増加したものの、季節性資金需要と繊維・アパレル事業における構造改革に伴う資金負担および年度資金の前倒

し調達による一時的な増加であり、中期経営計画および繊維・アパレル事業の構造改革における諸施策を着実に推進

することで、引き続き有利子負債の圧縮に注力していく方針であります。 

当社グループとしては、上記のとおり、繊維・アパレル事業の構造改革諸施策の実施により同事業における赤字を

脱却するなど、当第３四半期連結累計期間においても親会社株主に帰属する四半期純損益の黒字を計上するととも

に、当社グループ経営戦略に基づく諸施策を着実に実行していることから継続企業の前提に関する重要な不確実性は

認められないと判断しております。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,010,131 1,478,642 

    受取手形及び売掛金 1,023,884 781,837 

    たな卸資産 606,242 450,523 

    その他 86,808 53,071 

    貸倒引当金 △760 △900 

    流動資産合計 2,726,307 2,763,175 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 6,792,725 6,507,355 

      土地 9,343,020 9,343,020 

      その他（純額） 248,488 235,347 

      有形固定資産合計 16,384,234 16,085,723 

    無形固定資産 16,669 14,000 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 959,804 906,294 

      破産更生債権等 127,403 85,760 

      その他 315,130 285,955 

      貸倒引当金 △124,249 △82,421 

      投資その他の資産合計 1,278,088 1,195,589 

    固定資産合計 17,678,992 17,295,313 

  資産合計 20,405,300 20,058,488 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 890,409 599,429 

    短期借入金 3,071,640 2,763,248 

    1年内償還予定の社債 100,000 219,000 

    未払法人税等 23,499 18,759 

    返品調整引当金 361,200 － 

    賞与引当金 33,883 15,727 

    関係会社整理損失引当金 66,496 5,210 

    その他 937,316 811,093 

    流動負債合計 5,484,446 4,432,469 

  固定負債     

    社債 300,000 731,500 

    長期借入金 5,083,856 5,452,578 

    長期預り保証金 2,515,903 2,279,847 

    繰延税金負債 23,385 14,910 

    再評価に係る繰延税金負債 2,334,259 2,331,369 

    退職給付に係る負債 258,712 241,498 

    資産除去債務 49,362 49,888 

    その他 204,901 185,132 

    固定負債合計 10,770,381 11,286,723 

  負債合計 16,254,827 15,719,193 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,500,000 1,500,000 

    資本剰余金 503,375 503,375 

    利益剰余金 △2,937,000 △2,721,690 

    自己株式 △7,012 △7,033 

    株主資本合計 △940,636 △725,348 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 41,034 24,014 

    繰延ヘッジ損益 △648 △14 

    土地再評価差額金 4,869,546 4,872,436 

    為替換算調整勘定 181,176 168,207 

    その他の包括利益累計額合計 5,091,108 5,064,644 

  純資産合計 4,150,472 4,339,295 

負債純資産合計 20,405,300 20,058,488 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 4,514,082 4,149,465 

売上原価 3,392,708 3,111,076 

売上総利益 1,121,374 1,038,389 

販売費及び一般管理費 1,092,516 701,669 

営業利益 28,857 336,720 

営業外収益     

  受取利息 159 121 

  受取配当金 4,050 4,331 

  投資有価証券売却益 － 32,694 

  出資金売却益 － 11,539 

  持分法による投資利益 － 220 

  違約金収入 4,800 13,743 

  その他 6,389 4,384 

  営業外収益合計 15,398 67,034 

営業外費用     

  支払利息 199,449 188,343 

  持分法による投資損失 13,477 － 

  その他 30,638 37,041 

  営業外費用合計 243,566 225,385 

経常利益又は経常損失（△） △199,310 178,369 

特別利益     

  事業譲渡益 － 64,814 

  特別利益合計 － 64,814 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

△199,310 243,184 

法人税、住民税及び事業税 22,185 28,208 

法人税等調整額 △706 △333 

法人税等合計 21,479 27,874 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △220,790 215,309 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社
株主に帰属する四半期純損失（△） 

△220,790 215,309 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △220,790 215,309 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 20,259 △17,020 

  繰延ヘッジ損益 302 633 

  土地再評価差額金 － 2,890 

  為替換算調整勘定 △527 △1,059 

  退職給付に係る調整額 18,573 － 

  持分法適用会社に対する持分相当額 11,329 △11,909 

  その他の包括利益合計 49,936 △26,464 

四半期包括利益 △170,853 188,844 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △170,853 188,844 

  非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
 

大東紡織㈱（3202）平成28年３月期　第３四半期決算短信

－　10　－



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△） 

△199,310 243,184 

  減価償却費 334,277 315,376 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,160 △41,687 

  返品調整引当金の増減額（△は減少） △50,182 △361,200 

  賞与引当金の増減額（△は減少） △13,561 △18,155 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15,606 △17,214 

  受取利息及び受取配当金 △4,209 △4,453 

  投資有価証券売却損益（△は益） － △32,694 

  出資金売却損益（△は益） － △11,539 

  支払利息 199,449 188,343 

  持分法による投資損益（△は益） 13,477 △220 

  事業譲渡損益（△は益） － △64,814 

  売上債権の増減額（△は増加） 297,936 225,886 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △111,551 155,717 

  破産更生債権等の増減額（△は増加） － 41,642 

  仕入債務の増減額（△は減少） 150,513 △280,786 

  預り保証金の増減額（△は減少） △205,978 △239,461 

  その他 108,624 △139,352 

  小計 532,931 △41,428 

  利息及び配当金の受取額 4,193 4,447 

  利息の支払額 △201,413 △183,601 

  法人税等の支払額 △37,492 △31,702 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 298,219 △252,284 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形及び無形固定資産の取得による支出 △118,389 △13,888 

  有価証券の償還による収入 － 10,000 

  投資有価証券の取得による支出 △985 △344 

  投資有価証券の売却による収入 － 49,696 

  資産除去債務の履行による支出 － △6,674 

  事業譲渡による収入 － 64,814 

  出資金の売却による収入 － 26,807 

  その他 85 △14 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △119,288 130,396 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000,000 450,000 

  長期借入れによる収入 466,000 1,690,000 

  長期借入金の返済による支出 △1,276,318 △2,079,670 

  社債の発行による収入 － 650,000 

  社債の償還による支出 △50,000 △99,500 

  リース債務の返済による支出 △20,016 △19,769 

  自己株式の純増減額（△は増加） △22 △21 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 119,643 591,039 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △713 △654 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 297,860 468,496 

現金及び現金同等物の期首残高 978,786 919,966 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,276,646 1,388,462 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項なし。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項なし。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△345,314千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

る。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項なし。 

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成27年４月１日  至  平成27年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△347,460千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

る。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

  

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

第２四半期連結会計期間において、連結子会社である㈱ロッキンガムペンタを解散している。これにより、前連

結会計年度の末日に比べ、「繊維・アパレル事業」のセグメント資産が597,331千円減少している。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を従来の「不動産事業」から「商業施設事業」に変更して

いる。当該変更は名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はない。なお、前第３四半期連結累計期間の

セグメント情報についても変更後の名称で記載している。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項なし。 

 

          (単位：千円) 

  

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

繊維・ 
アパレル事業 

商業施設 
事業 

ヘルスケア 
事業 

合計 

売上高             

  外部顧客への売上高 2,085,117 1,804,302 624,662 4,514,082 － 4,514,082 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 

44 342 20 406 △406 － 

計 2,085,161 1,804,644 624,682 4,514,488 △406 4,514,082 

セグメント利益又は損失(△) △322,945 671,563 25,554 374,171 △345,314 28,857 
 

          (単位：千円) 

  

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

繊維・ 
アパレル事業 

商業施設 
事業 

ヘルスケア 
事業 

合計 

売上高             

  外部顧客への売上高 1,723,205 1,757,484 668,776 4,149,465 ― 4,149,465 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 

546 342 ― 888 △888 ― 

計 1,723,752 1,757,826 668,776 4,150,354 △888 4,149,465 

セグメント利益又は損失(△) 3 688,792 △4,615 684,180 △347,460 336,720 
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